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トラフグ稚魚標識作業と放流　～栽培漁業の取り組み現場で～
7/11～13、尾鷲栽培漁業センターにおいて、トラフグ稚魚へのイラストマー標識作業が行われました。
○イラストマー標識作業
　標識魚に供された稚魚は手のひらに収まるほどの大きさ。当日は10人以上が参加して標識作業を行いました。具体的な作業は、トラフグ稚魚の左胸びれ基部の皮下に蛍光緑色のシリコン樹脂を注射していくというもの。
○お願い！標識魚を見つけたら連絡を。
　　調査目的は、放流した魚がどのように移動し、どれくらい漁獲されるかを調べるために行われます。魚の資源状態や行動を把握する上で重要です。これまで、標識されたトラフグ稚魚の放流と市場での標識魚調査の結果、放流されたトラフグが再び漁獲される割合は、熊野灘は伊勢湾周辺より低いという結果が出ています。
[image: image1]　漁業形態の違いや海の状況等条件が異なるということが原因なのかもしれませんが、水揚げされていても報告が無ければ、過小評価になっている可能性もあります。イラストマーは魚が大きくなっても胸びれ基部に残って目に見える場合もあるので、放流魚を見つけた時は最寄りの県や市町村の水産関係部署へ連絡ください。また、放流魚は、表皮が色素に覆われて肉眼で見にくい状態でも、標識部位に紫外線を当てると判別できることから、紫外線ランプを持ち、専用眼鏡を付けた研究員が、市場で調査を行うことがありますのでご理解とご協力をお願いします。
　
標識を付けた魚の積込
　標識を付けた稚魚は、順次生け簀に戻された。標識作業が終了すると、活魚車への積み込みが行われる。写真は積み込み中のトラフグ稚魚たち。
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放流場所に到着
　活魚車を岸に横付けして、ホースを用いたサイホンの原理で、活魚槽内の海水と一緒に稚魚を放流します。
　この日は２万尾ほどの放流となったようです。放流魚は全て標識が打たれています。
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元気に泳いでる
　放たれたトラフグ稚魚は沖へ向かって泳ぎ出しました。
　今回の放流で放たれたトラフグは、湾奥の浅い水域で成長した後、外海へ出て行き、更に成長し、漁獲対象の大きさになると思われます。
